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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 20,483 7.2 51 △65.5 235 25.1 879 －
26年３月期第３四半期 19,110 1.6 149 498.4 188 221.4 △298 －

(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 725百万円( 89.8％) 26年３月期第３四半期 382百万円( －％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 98.87 －
26年３月期第３四半期 △33.51 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 30,175 20,749 68.8 
26年３月期 31,164 20,318 65.2 

(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 20,749百万円  26年３月期 20,318百万円 

２．配当の状況

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00 
27年３月期 － 16.00 －

27年３月期(予想) 16.00 32.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,700 4.2 1,460 2.6 1,630 11.3 1,640 2.4 184.29

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有 

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

新規 －社 （社名） － 、除外 １社（社名）
格満林(南京)実業有限
公司 

(注) 詳細は、【添付資料】４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（１）当四半期連結累計期間にお
ける重要な子会社の異動」をご覧ください。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(注) 詳細は、【添付資料】４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成
に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

(注) 詳細は、【添付資料】４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の
見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 9,924,075株 26年３月期 9,924,075株 

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 1,025,023株 26年３月期 1,024,879株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 8,899,128株 26年３月期３Ｑ 8,899,373株 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府が打ち出した経済政策や金融緩和策などを背景に景気は

回復基調で推移しました。しかしながら、急激な円安進行による原材料価格の高騰や消費マインドの低下、新興国

の成長鈍化や政情不安などが少なからず日本経済にも影響を与え、依然として不透明な状況となっております。 

このような情勢のもと、当社は首都圏を中心としたオフィス市場や医療・福祉市場向けの営業活動を強化し、お

客様のニーズにあった提案やサービスの提供を行うことを重点におき活動いたしました。 

オフィス市場におきましては、首都圏を中心とした２次移転・３次移転によるオフィス移転の増加や空室率の低

下を背景に、オフィス移転工事を中心とした営業活動を行ってまいりましたが、当初計画した通り伸張させること

ができず、前年同四半期と比較して1.5％の微増となりました。医療・福祉施設向けの活動におきましては、狙いど

おりに設計織込活動を進められ、前年同四半期と比較して16.4％伸張させることが出来ました。その他には、学校

市場が前年同四半期と比較して5.8％伸張させることが出来ました。その結果、売上高は204億83百万円(前年同四半

期比7.2％増)となりました。 

損益面では、全社を挙げて売価の改善および原価改善活動に取り組んできましたが、原材料価格の高騰や施工費

の上昇を販売価格に転嫁することができず、売上総利益率は40.0％(前年同四半期比0.5ポイント悪化)となりまし

た。また、販売費及び一般管理費においても労務費の増加や中国の新工場の建設および稼働準備に係る経費などが

増加した結果、営業利益51百万円(前年同四半期比65.5％減)、経常利益は２億35百万円(前年同四半期比25.1％

増)、四半期純利益は８億79百万円(前年同四半期は四半期純損失２億98百万円)となりました。なお、四半期純利益

につきましては格満林(南京)実業有限公司の全出資持分譲渡に伴い、関係会社株式売却益を特別利益に計上したこ

とが主な増加の理由です。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

① 日本 

日本国内におきましては、政府が打ち出した経済政策や金融緩和策などを背景に景気は回復基調で推移しまし

た。しかしながら、急激な円安進行による原材料価格の高騰や消費マインドの低下など、依然として不透明な状

況にあります。 

このような情勢のもと、当社は首都圏を中心としたオフィス市場や医療・福祉市場向けの営業活動を強化し、

お客様のニーズにあった提案やサービスの提供を行うことを重点におき活動いたしました。 

オフィス市場におきましては、首都圏を中心とした２次移転・３次移転によるオフィス移転の増加や空室率の

低下を背景に、オフィス移転工事を中心とした営業活動を行ってまいりましたが、当初計画した通り伸張させる

ことができず、前年同四半期と比較して1.5％の微増となりました。医療・福祉施設向けの活動におきましては、

狙いどおりに設計織込活動を進められ、前年同四半期と比較して16.4％伸張させることが出来ました。その他に

は、学校市場が前年同四半期と比較して5.8％伸張させることが出来ました。その結果、当セグメントの売上高は

190億８百万円(前年同四半期比3.2％増)となり、営業利益は１億35百万円(前年同四半期比12.7％減)となりまし

た。 

② 中国 

中国国内におきましては、日中関係の情勢不安や政権交代による政策の変化など不透明な状況が続く中、営業

面においては、以前より活動を続けてきたコンピュータールーム市場と病院市場を中心に積極的に活動してまい

りました。特にドア製品を中心とした病院市場を大幅に伸張させることが出来た結果、売上高は14億75百万円(前

年同四半期比113.6％増)となりました。損益面については、中国国内メーカーとの競争激化による販売価格の低

下や新工場の建設および稼動準備に係る経費などが増加した結果、営業損失は82百万円(前年同四半期は営業損失

５百万円)となりました。なお、格満林(南京)実業有限公司譲渡後の中国事業の体制につきましては、格満林(南

京)新型建材科技有限公司が平成26年12月末までに生産、営業等の機能を格満林(南京)実業有限公司から移管する

こと等により体制を整備し、活動しております。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ９億89百万円減少の301億75百万円となりまし

た。 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末と比べ19億75百万円減少の182億30百万円となりました。これは主に、商品及び

製品が１億６百万円、貸倒引当金の減少で１億56百万円増加しましたが、現金及び預金が１億69百万円、受取手

形及び売掛金が31億83百万円減少したこと等によります。固定資産は、前連結会計年度末と比べ９億86百万円増

加の119億45百万円となりました。これは主に、機械装置及び運搬具が２億８百万円減少しましたが、建設仮勘定

が12億90百万円、投資有価証券が２億25百万円増加したこと等によります。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末と比べ10億66百万円減少の46億61百万円となりました。これは主に、短期借入

金が１億42百万増加しましたが、支払手形及び買掛金が５億85百万円、未払法人税等が２億30百万円、賞与引当

金が３億９百万円減少したこと等によります。固定負債は、前連結会計年度末と比べ３億53百万円減少の47億64

百万円となりました。これは主に、長期借入金が３億90百万円減少したこと等によります。 

(純資産) 

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ４億30百万円増加の207億49百万円となりました。これは主に、為替換

算調整勘定が３億42百万円減少しましたが、利益剰余金が５億85百万円、その他有価証券評価差額金が１億45百

万円増加したこと等によります。自己資本比率は、前連結会計年度末と比べ3.6ポイント上昇の68.8％となりまし

た。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績予想につきましては、平成26年11月14日に公表しました通期の業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当社は連結子会社であった格満林(南京)実業有限公司の全出資持分を平成26年11月18日に譲渡いたしました。

これにより、当第３四半期連結会計期間末より、同社を連結の範囲から除外しております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(税金費用の計算) 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると

著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従

業員の平均残存勤務期間に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した

単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が28百万円増加し、利益剰余金が18百万円

減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。 

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 7,316 7,146 

    受取手形及び売掛金 10,062 6,878 

    商品及び製品 1,436 1,543 

    仕掛品 156 130 

    原材料及び貯蔵品 897 889 

    繰延税金資産 284 316 

    その他 252 1,368 

    貸倒引当金 △200 △44 

    流動資産合計 20,205 18,230 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 2,264 2,167 

      機械装置及び運搬具（純額） 1,010 801 

      土地 3,426 3,426 

      建設仮勘定 118 1,409 

      その他（純額） 128 122 

      有形固定資産合計 6,948 7,927 

    無形固定資産     

      その他 698 663 

      無形固定資産合計 698 663 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 1,384 1,609 

      長期貸付金 70 55 

      繰延税金資産 794 697 

      その他 1,092 1,021 

      貸倒引当金 △30 △29 

      投資その他の資産合計 3,311 3,354 

    固定資産合計 10,958 11,945 

  資産合計 31,164 30,175 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 2,081 1,496 

    短期借入金 640 782 

    未払法人税等 257 27 

    賞与引当金 634 325 

    役員賞与引当金 30 17 

    その他 2,084 2,013 

    流動負債合計 5,728 4,661 

  固定負債     

    長期借入金 1,540 1,150 

    再評価に係る繰延税金負債 384 384 

    退職給付に係る負債 2,913 2,946 

    その他 280 283 

    固定負債合計 5,118 4,764 

  負債合計 10,846 9,426 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 7,121 7,121 

    資本剰余金 7,412 7,412 

    利益剰余金 5,802 6,387 

    自己株式 △948 △948 

    株主資本合計 19,388 19,973 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 282 428 

    土地再評価差額金 277 277 

    為替換算調整勘定 521 178 

    退職給付に係る調整累計額 △150 △108 

    その他の包括利益累計額合計 930 775 

  純資産合計 20,318 20,749 

負債純資産合計 31,164 30,175 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 19,110 20,483 

売上原価 11,361 12,293 

売上総利益 7,749 8,189 

販売費及び一般管理費 7,599 8,138 

営業利益 149 51 

営業外収益     

  受取利息 30 24 

  受取配当金 19 22 

  為替差益 － 51 

  受取賃貸料 11 12 

  貸倒引当金戻入額 － 12 

  受取保険金 3 56 

  その他 46 56 

  営業外収益合計 111 235 

営業外費用     

  支払利息 17 15 

  持分法による投資損失 0 0 

  為替差損 35 － 

  売上割引 12 15 

  減価償却費 － 10 

  その他 7 10 

  営業外費用合計 73 51 

経常利益 188 235 

特別利益     

  固定資産売却益 0 － 

  関係会社株式売却益 － 767 

  特別利益合計 0 767 

特別損失     

  固定資産売却損 － 0 

  固定資産除却損 14 9 

  減損損失 374 － 

  投資有価証券評価損 4 － 

  特別損失合計 393 10 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

△204 992 

法人税等 93 112 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△） 

△298 879 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △298 879 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△） 

△298 879 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 167 145 

  為替換算調整勘定 513 △342 

  退職給付に係る調整額 － 41 

  その他の包括利益合計 680 △154 

四半期包括利益 382 725 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 382 725 

  少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。 

  

５．補足情報 

（１）受注及び販売の状況 

① 受注実績 

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 格満林(南京)実業有限公司の全出資持分を譲渡したことにより、当第３四半期連結会計期間末より連結の範

囲から除外しているため、同社の受注残高は計上しておりません。 

  

② 販売実績 

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 

セグメントの名称 受注高(百万円) 
前年同四半期比 

(％) 
受注残高(百万円) 

前年同四半期比 
(％) 

日本 22,446 102.9 10,390 107.5 

中国 1,147 87.3 354 21.0 

合計 23,593 102.0 10,745 94.6 
 

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％) 

日本 19,008 103.2 

中国 1,475 213.6 

合計 20,483 107.2 
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